遠くて近い コロンビア (フォトエッセイ) by 藤本 雅之
遠くて近い コロンビア (フォトエッセイ)
著者 藤本 雅之
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp
雑誌名 アジ研ワールド・トレンド
巻 192
ページ 26-29
発行年 2011-09
出版者 日本貿易振興機構アジア経済研究所
URL http://hdl.handle.net/2344/00004156
ロバと農夫がキャラクターロゴのJuan Valdez Caféでコーヒータイムを楽しむ
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コロンビアといえば、コーヒーが日本でも馴染みが深い。缶コーヒー
やインスタントなどいわゆる普及品から、 高級志向のプレミアムコーヒーや有機豆まで幅広く愛飲されている。　
コロンビアの全国コーヒー生産者連盟（ＦＮＣ：
Federacion N
acional 
de Cafetero ）が経営するフアン・バルデス（
Juan V
aldez ）というブラン
ドのコーヒーショップ・チェーンが国内主要都市に点在しており、老若男女問わず市民の憩いの場となっている。気候の良さも手伝い、テラスでコーヒーを楽しむ文化が定着しつつある。エスプレッソ フローズンコーヒーまでメニュ も豊富だ。　
近年では、ＮＹマンハッタ の他、北米の主要空港内 近隣諸国のチ
リやエクアドル等へ出店が続き、コーヒー生産国のコーヒー・スタンドとして味に定評があり人気を集めている。国内外で約一五〇店舗が展開される他、さらにス パ マ ケットなどの販売店舗数を含め と約二〇〇〇店舗を数える。 東海道新幹線で 車内販売のコ ヒーが、 こ 「ＦＮＣ」というロゴが入る ロンビア産であることに気付く人は多くなだろう。コロンビアの対日輸出努力の賜物だ。　
一九二〇年代には世界のコーヒー生産量の一割に達するまでの重要産
業に育っており、今日ではブラジル、ベトナムに次ぎ世界三位 生産量を誇る。国内七四万人の雇用と家計を支え、輸出全体の五〜六％、農産品輸出に限ると三割を占める重要な労働集約型の 業 アンデスの山間で生産されるため収穫に農機が使用できず、全て手摘みであり結果的に良い実の選別が可能となり、高品質につながっ いる。現在は従来の生豆としての輸出に加え、焙煎加工 た豆を「一〇〇％コロンビアンコーヒー」と銘打って商品展開するなど、高付加価値化を目指す努力が続く。ＥＵ市場に対しては、 「
Café de 
Colom
bia 」の名称で地理的表示保護の認証を取
得しており、ブランド作りや売り込みに余念がない。日本が輸入するコーヒー豆の約二割がコロンビア産で、ブラジルに次ぐ二位の輸入先国となっている。駐在から日本 戻り、豆から挽く香り高い味わいを楽しむことが、 「日常」から「週末の贅沢」になってしまったが、今でもこの豆が入手できるのは有り難い。　
母の日といえばカーネーションが定番だ。実に
日本が輸入する七五％がコロンビア産とダントツ
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ボリバル広場からアンデス山脈に向かって伸びる路地、コロニアル調の街並みが続く
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ボゴタ旧市街の中心ボリバル広場を見下ろす三〇〇〇m級のアンデス山脈
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一位だ。二〇％を占める中国産を大きく引き離す。ピークは母の日商戦の五月だが、端境期なく一年を通じて日本の厳しい植物検疫をクリアした生鮮花卉（かき）が空輸されるのが強みだ。九〇年代から政府が根気良 取り組んできた対日輸出努力の結果だ。カーネーションの他、 バラ、菊、蘭など多くのバリエーションの花を主にカリブ海を挟んだ最大の貿易パートナーである北米に輸出する。　
カーネーションやバラの多くは、海抜二六〇〇メート
ルの標高にある首都ボゴタ 近郊で栽培される。赤道に近く昼間は常夏でも高原性気候 ため夜は摂氏一桁台まで冷え、上着がないと寒いくらいだ。この昼夜 寒暖差が茎を強 し、保水性を高め日持ちする高品質 花をつくると評価される。その上、バラ一ダース 花束で三〇〇円程度と安価だ。南米大陸から遙々 本に空輸される所以はここにある。二二万人の職を提供する、コーヒーに次ぐ重要な農産品だ いずれも高原が栽培に適す植物であり、国土を悠々 縦断するアンデス山脈の恵みといえる。ちなみに蘭はコロンビア 国花で が、その種類は野生も含め三五〇〇種確認されており生物多様性の豊富さが伺える。　
天然資源も豊富だ。最大の輸出品目である原油（含む派
製品）は輸出全体の三〜四割を占め、石炭など他 鉱物を含めると五割に達する。 日本はステンレスの原料であるフェロニッケルを輸入しており、コロンビア産のシェアは二位と、コーヒー、切花 次ぐ三大コロンビア産品だ。石炭もカロリーが高く良質と評され、近年輸入が増えつつある。　
豊富な降雨量とアンデス山脈に群がる水系のお陰で水
資源も豊富だ。この恩恵を最大限活用しており、国内の発電量の六〜七割が水力とエネルギー事情は実にクリーンだ。二〇一〇年はラニーニャ現象により降水が多い年となったため、総発電量のうち七一％ 水力が占めた。残りの殆どが火力だが、雨の少ない季節のみに稼働する発電所があるほどで補完的だ。火力 うち七割が自国で産出した安価 天然ガスを原料としており（残りも自国の石炭） 、火力発電において 排出する温室効果ガスが少
標高3,100mのモンセラッテの丘から望む2,600mの首都、丘の上には教会とレストランがある
ボゴタ郊外の観光地ビジャ・デ・レイバ、中腹に立つ荘園を改築したホテル、
アンデスの頂上にも関らず海の恐竜クロノサウルスの化石が発見された地だ
年間稼働率が50％程度の火力発電所パイパ（ボゴタから車で3時間程度）
アンデス山脈に囲まれた広大な農地・牧場（日系人が移住した街カリにて、近くにはサトウキビ畑が広がる）
カリブ海沿岸の独特なカラフルの衣装を身に纏った女性。
フルーツを買う代わりに1枚撮らせてもらった（世界遺産のカルタヘナにて）
現地組立生産を行う日系自動車メーカーの工場、自然光を取り入れた照明い
らずのエコな工場だ
ない。水力・火力共に、歴史的に日本メーカーの発電機が導入されて る。 「品質・性能重視で、少々高くても故障が少なく結果的に割安」という判断とのこと。余剰電力については、隣国のエクアドルやベネズエラにも輸出するなど送電インフラ・サービスの整備も進む　
クリーンといえば、政府の推進により、サトウキビを原料と
するバイオエタノールの生産も着実に増えている。現在、六社が日産一二五万リットルを生産しており、自動車用燃料へ八％混入（Ｅ
8）し国内市場に供給している。原料のサトウキビは
太平洋よりのアンデス山脈に囲まれた盆地に位置するバジェ・デル・カウカ県（カリ市）を中心に、三県を跨ぐ二二万
haに及
ぶ大規模な栽培が行われている。カリは人口第三位の都市であるが、 海抜が一〇〇〇メートルとボゴタ 比べ と低地であり、気候も随分とトロピカルになる。一年 通じて強 日差しが降り注ぐうえ 南国特有のスコールによる雨、肥沃な土地を有する。気候と土壌がマッチし、二毛作が可能だ。古くから地場に根付く製糖産業に原料高騰 どの影響が生じないように、政府は両者に対し最低価格保証をしており食糧との共存バランスも確保してい　
さらには、アフリカパームを原料としたバイオディーゼルも
国内七社が生産してお 、燃料への一〇％混入（Ｂ
10）が普及
している。椰子の生産はカリブ海沿岸を中心とする熱帯地域に集中しており、バイオ燃料の普及も同地方が先行 ている。こうした再生可能エネルギーの他、京都議定書合意によるＣＤＭプロジェクトも積極的に参画するなど環境フレンドリーな国だ。国内一五四プロジェクト中六六件が政府承認済みで、うち三二件が国連気候変動枠組条約事務局に登録されており（九件はＣＥＲクレジット取引実施済み） 、中南米ではブラジル メキシコ、チリに次ぎ四位の 数となっている。　
日本の三倍相当の国土を誇り、アンデスの恵みのみならず、
大平原の恵み さら は地下資源までと自然の恵みを最大限活用している。 こうして見ると資源国一色に映るかもしれ いがそれだけではない。コロンビアにはモノ作りの歴史があり、日系の製造業も自動車、自動 輪、エレベーター等、三〇余年に渡り現地で操 する。日本の技術力への信頼も高く親日国だ。
カリブ海に面した工業都市バランキージャの港、
コンテナー取扱量では国内3位。有名歌手シャキーラはこの街出身だ
カリの日系人協会主催の移住80周年式典にて3世代で記念撮影。
コロンビア政府からは文化大臣の参列を得た
南米には数少ない現役のスペイン式闘牛場（ボゴタ）、
1～2月の本国オフシーズンに本場の闘牛士が駆けつける、
この日は若手闘牛士のToroが開催されていた
メデジンで毎年8月に開催される花祭り、Silleterosと呼ばれる
花輪を背負った担ぎ手（農夫）のパレードが見どころ
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どこの工場をお邪魔しても「ＫＡＩＺＥＮ」や「
5Ｓ」
のスローガンが掲げられており、日本的モノ作りの精神が浸透している。進出日系企業による地元労働者に係る評価は、器用で仕事も丁寧と極めて高い。自動車では二社 現地生産を行うが、年間二五万台の新車が売れる市場規模であり大国との比較では見劣りす ものの、人口は中南米三位の四六〇〇万人を擁し、個人消費の拡大に伴って市場と 有望視される。さら人口の約七割が四〇歳以下と若い国 、総出生率も二・五人と高齢化や少子化問題とは無縁だ。貧富の格差の是正が政府の優先課題 挙げられているが、同対策が功を奏せば益々 購買力向上が期待でき 。　
日本とコロンビアの関係は、一九〇八年五月二五日
に外交関係（修好通商航海条約）の樹立にはじまり、二〇〇八年に外交 一〇〇周年を迎えた。さらに、日系人の歴史も長く、一九二九年に第一回の集団移住者が到着して以降、カリ市を中心にコロニーが形成れ、二〇〇九年に 〇周年を迎えた。こうした外交関係の深化に呼応するかのように日本企業 活動も活発化し、日本とコロンビアのＥＰＡ待望論が声高 なり、政策提言を目的 した民間レベルのＥＰＡ研究会（事務局：ジェトロ）が 一一 七月に終了している太平洋諸国でありながらＡＰＥＣ加盟国 名 連ねておらず、この悲願の加盟を果たすことが中南米 おける、アジアへのゲートウェイを標榜する現政権の主要課題のひとつだ。太平洋側のカリ市には日系人 活躍の歴史がある。モノ作りの日本と資源国、あ いは有望市場のコロンビア、補完関係にある両国 、向こう一〇〇年にどのような緊密化を見せてく るか大いに期待したい。????
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